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人工呼吸中の呼吸仕事量の測定はレスピレーター

からのウィーニングに非常に有用であると報告され

ている。われわれは BICORE社製の換気モニター

CP-100を用いて成人患者15例を対象に PRESSURE

SUPPORT (PS)レベルの呼吸仕事量に対する影響を検

討したので報告する。

対象症例は 冠動脈疾患術後 5名、弁膜症術後 4

名、大動脈癒術後 2名、呼吸不全 3名、その他 1名

の計15名で 年齢は23から85才(59.7:t 16. 4才〉で

あった。これらを対象にCPAP5cmH20にて15、10、5

cmH20の各 PSレベルにおいて安静呼吸20回の呼吸仕

事量を合計19回測定した。測定から24時間以内に妓

管に成功した群13回(妓管成功群〉と被管に失敗し

た群 6回(抜管失敗群〉と に分け両群を比鮫検討し

た。抜管成功群では後管直前に Tピースの時の仕事

量も測定した。レスピレーターは PuritanBennett 

7200 aを用いた。なお、レスピレーターのウィ一二

ングはこの測定値を知らない ICUスタッフが通常の

臨床的判断に従って行った。抜管成功群では再帰管

となった症例はなかった。

【結果】

換気量あたりの患者呼吸仕事量は全例においてPS

レベルを下げるに従い増加した。各PSレベルにおい

て換気量あたりの患者呼吸仕事量は抜管失敗群では

有意に大きかった。

どのPSレベルにおいても両群聞に l回換気量に差

はなかったが、分時換気量は抜管失敗群で有意に大

きかった。後管失敗群では換気量あたりの呼吸仕事

量が大きい上に、分時換気量も大きいため単位時間

あたりの呼吸仕事量は非常に大きくなっていた。

換気量あたりのレスピレーター呼吸仕事量は両群

ともにPSレベルの低下に従って減少した。どのPSレ

ベルにおいてもレスピレーターの呼吸仕事量は有意

に妓管失敗群では低かった。

抜管失敗群で患者の呼吸仕事量が大くなった原因

は、患者の肺機能がわるいため換気に必要なトータ

ルの呼吸仕事量がもともと大きいだけでなく、レス

ピレーターの呼吸仕事量が少なかったことが関与し

ていたと考えられた。

抜管失敗群でレスピレーター呼吸仕事量が小さく

なった原因のひとつとして抜管失敗群では吸気時間

は有意に短く、気道内圧が上昇しPSが換気を補助し

ている時間が短いことが考えられた。このことは

AUTO PEEPや気通紙抗の増大によりトリガーの遅れ

があったことが一因と考えられた。また、気道挺抗

の増大とコンブライアンスの低下よりデマンド流量

が相対的に大きくなりすぎ気道内圧が上昇してしま

いPSが早期に終了してしまったことも一つの原因と

考えられた。

【結語】

1 .人工呼吸患者15名を対象にPSレベルの呼吸仕事

量に対する影響を検討した。

2 . PSレベルを下げるに伴い、レスピレーターの呼

吸仕事量は減少し、患者の呼吸仕事量は増大し

た。

3.測定から24時間以内に抜管に成功した群と妓管

に失敗した群とを比較すると被管失敗群では有

意に患者の仕事量が大きく、レスピレーターの

呼吸仕事量が小さかった。

4.呼吸仕事量の測定は人工呼吸とくにPSのウィー

ニングの指標として有用である。
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